
こ

の

こ

ろ
横
浜
に
は
、

『
貿
易
』
の

ほ
か
に
、

二
つ

の

有
力
な
新
聞
が
発
行
さ
れ
て
い

た
。

す
な
わ
ち
『
横
浜
新
報
』
と
『
京
浜
新
聞
』
で

あ
る
。

『
京
浜
新
聞
』
は
、

一

八
九
六
（
明
治
二
十
九

）
年
に

小
田
原
で

創
刊
さ
れ
た
『
東
海
日

日
新
聞
』
を
母
体
と
す
る
。

経
営
者
の

神
保
真
明
・

磯
野
三

郎
兄
弟
は
、

自
由
党
の

壮
士
で

あ
っ

た
が
、

や
が
て

本
社
を
横
浜
に

移
し
て
、

同
じ
く
自
由
党
の

富
張
元
太
郎
を
社
長
と
し
、

一

八
九
八
（
明
治
三

十
一

）
年
五
月
十
五
日
か
ら
『
京
浜
新
聞
』
と
改
題
し
て

発
行
す
る
に

至
っ

た
。

こ

れ
よ

り

『
横
浜
貿
易
』
の

対
抗
紙
と
し
て
、

政
論
に

力
を
注
ぎ
、

一

九
〇
〇
（
明
治
三
十
三

）
年
八
月
に

は
千
号
を
数
え
た
。

し
か
し
一

党
に

偏
す
る
編
集
は
、

し
だ
い

に

市
民
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
、

こ

と
に

『
横
浜
新
報
』
が
出
現
す
る
と
、

こ

れ
に

圧
倒
さ
れ
て

ゆ
く
。

神
保
兄
弟
も
一

九
〇
二

年

に
は
小
田
原
に

去
り
、

別
に

『
東
海
新
報
』
を
発
刊
し
た
。

一

九
〇
一

（
明
治
三
十
四

）
年
二
月
十
五
日
に

発
刊
し
た
の

が
『
横
浜
毎
夕
新
聞
』
で

あ
っ

た
。

豪
商
の

原
富
太
郎
・

中
村
房
次
郎
の

後
援
に
よ
っ

て
、

太
田
町
に

本
社
を
設
け
、

ま
ず
夕

刊
紙
と
し
て

発
足
し
た
の

で

あ
る
。

十
二
月
三
日
に
は
佐
藤
虎
次
郎
を
社
長
に

迎
え
た
。

多
彩

な
編
集
陣
を
か
か
え
て
、

社
勢
は
日
を
追
う
て

さ
か
ん
と
な
る
。

紙
名
を
『
横
浜
新
報
』
と
改

め
た
の

が
、

一

九
〇
二
（
明
治
三
十
五

）
年
一

月
一

日
で

あ
り
、

同
時
に

朝
刊
紙
と
な
っ

た
。

八

月
に

は
、

さ
ら
に

社
屋
を
拡
張
す
る
た
め
、

本
町
六
丁
目
に

移
転
し
た
。

こ

う
し
た
『
横
浜
新

報
』
の

発
展
に

着
目
し
、

佐
藤
に

接
近
し
た
の

が
『
貿
易
』
の

富
田
で

あ
っ

た
。

佐
藤
と
富
田
と
の

握
手
は
成
っ

た
。

富
田
の

『
貿
易
』
は
、

名
を
捨
て
て

実
を
と
っ

た
。

す

な
わ
ち
両
社
の

合
併
は
『
横
浜
新
報
』
を
主
体
と
し
、

紙
数
の

計
算
も
、

第
三
種
郵
便
物
認
可
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の

日
付（
明
治
三
十
四
年
二

月
十
八
日

）
も

『
横
浜
新
報
』
を
受
け
つ

ぐ
。

合
併
の

社
告
が
出
た
の

は
一

九
〇
四

（
明
治
三

十
七
）
年
六
月
十
九
日
で

あ
り
、

同
日

付
を
も
っ

て

『
貿
易
』
は
廃
刊
し
た
。

そ
し
て

二

十
日
か
ら
『
横
浜
新
報
』
の

題
字
の

も
と
に
、

両
紙
が
合
同
し
て

続

刊
し
た
。

同
日
の

号
数
は
第
千
百
五
号

で

あ
っ

た
が
、

前
日
の

『
貿
易
』
は
四

千
三
百
五
十
四
号
を
数
え
て
い

た
。

そ
し
て

七
月
一

日
、

紙
名
は
『
貿
易

新
報
』
と
改
め
ら
れ
る
。

そ
の

第
一

号

は
『
横
浜
新
報
』
を
継
承
し
て

千
百
十

六
号
と
な
っ

て
い

た
。

な
お
新
し
い

紙

名
に
つ

い

て
、

両
社
の

社
告
は
次
の

よ
う
に

述
べ

た
。

「
横
浜
貿
易
新
聞
」
ハ

従
来
「
貿
易
」
と
し
て
「
横
浜
新
報
」
は
「
新
報
」
と
し
て

呼
ば
れ
た
る
事
実
に

基
き
、

そ
の

称
呼
を
合
せ
て

「
貿
易
新

報
」
と
称
し
、

此
を
以
て

両
社
合
併
の

結
果
に

生
ず
る
新
聞
紙
の

名
称
に

充
て
ん
と
す
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こ

う
し
て

『
貿
易
新
報
』
は
、

七
段
組
み
、

総
ル

ビ

（
ふ
り
が
な

）
付
き
、

六
㌻
建
て

の

堂
々

た
る
一

般
紙
と
し
て

新
し
く
発
足
し
た
。

も
ち
ろ
ん

〝

貿

易
〞

の

名
に

ふ
さ
わ
し
く
、

横
浜
港
に
お
け
る
「
出
入
船
舶
」
や
、

生
糸
市
況
な
ど
の

経
済
記
事
に

も
力
を
注
い

で
い

る
。

そ
の

社
報
に

も
述
べ

ら

れ
た
と
お
り
「
読
者
は
多
く
中
流
以
上
の

実
業
社
会
に

存
在
」
し
て
い

た
。

発
行
部
数
も
一

万
六
千
に

達
し
、

東
京
の

有
力
新
聞
に

匹
敵
し
た
。

す
な
わ
ち
『
萬
朝
報
』
の

十
六
万
、

『
報
知
』
の

十
四
万
な
ど
を
別
と

す
れ

ば
、

当
時
は
『
東
京
日
日

』
が
三
万
五
千
、

『
国
民
新
聞
』
二
万
、

『
読
売
新
聞
』
一

万
五
千
と
い

う
と
こ

ろ
で

あ
り
、

『
貿
易
新
報
』
は
神
奈
川
の

地
方
紙
な
が
ら
、

東
京
の

中
央
紙
に

肉
薄
す
る
勢
い

で

あ
っ

た
。

と
き
、

あ
た
か

も
日
露
戦
争
の

最
中
で

あ
る
。

一

九
〇
五
（
明
治
三
十
八

）
年
一

月

一

日
の

紙
面
は
、

第
六
元
旦
号
ま
で

設
け
、

二

十
六
㌻
と
い

う
豪
華
版
で

あ
っ

た
。

『
横
浜
貿
易
新
報
』
一

九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
十
二
月
三
日
、

『
貿
易
新
報
』
は
二
千
号
を
数
え
た
。

そ
し
て

当
日
か
ら
紙
名
に

〝

横
浜
〞

を

冠
し
て

『
横
浜
貿
易
新
報
』
と
改
題
し
た
。

同
日
の

紙
面
は
実
に

四
十
㌻
に

及
ぶ
大
冊
で

あ
り
、

第
二
面
に
は
富
田
社
長
み

ず
か
ら
「
三
千
号
」
と
題
す
る
一

文
を
掲
げ
、

抱
負
を
語
っ

て
い

る
。

…
…
我
社
微
力
な
り
と
雖
も
自
か
ら
任
じ
て

横
浜
市
の

進
運
を
毗
贊
す
る
の

事
功
を
期
し
、

横
浜
市
の

利
害
を
代
表
す
る
新
紙
た
る
を
以
て

居

る
、

貿
易
上
の
一

機
関
と
し
て

そ
の

進
勢
に

貢
献
す
る
と
同
時
に
、

横
浜
市
の

繁
栄
に

資
助
す
る
を
そ
の

任
と
す
る
以
上
、

称
し
て

横
浜
貿
易

新
報
と
呼
ぶ
べ

し
と
し
て
、

二

千
号
を
機
会
と
し
て

横
浜
貿
易
新
報
と
改
題
す
、

横
浜
の

新
報
た
り
、

貿
易
の

新
報
た
る
意
に
し
て
、

横
浜
貿

易
の

新
紙
と
謂
ふ
に

出
で

ず
、

こ

え
て
一

九
一

〇
（
明
治
四
十
三

）
年
四
月
五
日
に
は
、

創
刊
二
十
年
記
念
号
を
発
行
し
た
。

こ

の

年
数
は
『
横
浜
貿
易
新
聞
』
の

発
刊
か
ら
数
え

た
も
の

で

あ
る
。

し
か
し
、

こ

の
こ

ろ
、

富
田
社
長
は
思
い

も
か

け
ぬ
刑
事
事
件
に

連
座
し
て

失
脚
し
、

社
を
去
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
。

以
後

の

富
田
は
文
筆
に

専
念
す
る
。

か
わ
っ

て

社
長
に

迎
え
ら
れ
た
の

が
、

三
宅
磐
で

あ
っ

た
。
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三
宅
の

釆
配
の

も
と
『
横
浜
貿
易
新
報
』
は
、

明
治
か
ら
大
正
に

及
ん
で
、

い

よ
い

よ
発
展
し
た
。

部
数
も
大
い

に

伸
び
、

全
盛
期
に
は
十
三
万

部
に

達
し
た
。

東
海
の

『
新
愛
知
』
や
、

九
州
の

『
福
岡
日
日

』
と
並
ん
で
、

地
方
紙
に

お
け
る
最
有
力
の

新
聞
で

あ
っ

た
。

も
ち
ろ
ん
『
横
浜
貿
易
』
に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
競
争
紙
が
な
か
っ

た
わ
け
で

は
な
い
。

一

九
〇
二
（
明
治
三
十
五

）
年
十
月
十
一

日
に
は
『
美

奈
登
新
聞
』
が
発
刊
さ
れ
た
。

八
㌻
建
て
の

日
刊
紙
で

あ
り
、

創
刊
号
に
は
銅
版
刷
り
の

美
人
画
を
付
録
に
つ

け
た
。

つ

づ
い

て

週
刊
紙
の

『
横
浜

め
ざ
ま
し
新
聞
』
や
『
横
浜
新
聞
』
が
発
刊
さ
れ
た
。

週
刊
紙
の

な
か
で

発
展
し
た
の

が
、

一

八
九
八
（
明
治
三
十
一

）
年
十
二
月
に

発
刊
さ
れ
た
『
内
外
商
業
週
報
』
で

あ
る
。

記
事
は
和
英
両
文
で

掲

げ
た
。

や
が
て

牧
内
元
太
郎
が
経
営
を
引
き
受
け
、

一

九
〇
三
（
明
治
三
十
六

）
年
九
月
一

日
か
ら
『
毎
朝
新
聞
』
と
改
題
し
て
、

日
刊
紙
と
し
て

発

足
す
る
。

さ
ら
に
一

九
〇
八
（
明
治
四
十
一

）
年
四
月
に

は
『
横
浜
毎
朝
新
聞
』
と
改
題
し
、

一

時
は
『
横
浜
貿
易
』
に

対
抗
す
る
ま
で

部
数
を
伸
ば

し
た
。

し
か
し
大
正
中
期
に
は
、

経
営
の

失
敗
か
ら
し
だ
い

に

衰
え
、

大
震
災
の

打
撃
に
よ
っ

て

廃
刊
に

追
い

こ

ま
れ
た
。

横
須
賀
に
お
い

て

は
、

一

八
九
九
（
明
治
三
十
二

）
年
に

日
刊
紙
『
公
正
新
聞
』
が
創
刊
さ
れ
、

一

九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
ま
で
つ

づ
い

た
。

一

九

〇
五
（
明
治
三
十
八

）
年
九
月
に

は
『
相
模
中
央
新
聞
』
が
発
刊
さ
れ
、

部
数
は
少
な
か
っ

た
が
昭
和
ま
で

続
刊
す
る
。

ま
た
一

九
〇
五
（
明
治
三
十
八

）

年
五
月
に

旬
刊
紙
と
し
て

発
足
し
た
『
横
須
賀
新
聞
』
は
、

一

九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
五
月
か
ら
日
刊
紙
と
な
っ

て

『
武
相
新
報
』
と
改
題
し
た
。

こ

の

二
紙
が
横
須
賀
の

新
聞
を
代
表
し

た
が
、

一

九
二
三
（
大
正
十
二

）
年
の

震
災
後
『
軍
港
よ
ろ
づ
新
聞
』
が
創
刊
さ
れ
、

一

時
は
大
い

に

伸
び

て

部
数
も
五
千
部
に

達
し

た
。

し
か
し
内
紛
が
起
こ
っ

て

衰
退
し
、

同
社
を
去
っ

た
樋
口

宅
三
郎
は
一

九
三
一

（
昭
和
六

）
年
三
月
十
日
『
横
須
賀

日
日
新
聞
』
を
創
刊
し
た
。

こ

の
こ

ろ
『
横
浜
貿
易
新
報
』
も
、

も
は
や
往
年
の

面
影
は
な
か
っ

た
。

三
宅
社
長
が
政
界
に

進
出
し
て
、

社
業
を
顧
み
な
く
な
っ

た
こ

と
が
、

大
き
な
原
因
で

あ
っ

た
。

加
う
る
に

東
京
の

有
力
紙
が
横
浜
に

進
出
し
て

『
貿
易
』
の

地
盤
を
奪
っ

て
い

っ

た
。

一

九
三
五
（
昭
和
十
）
年
に
三
宅
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が
死
去
す
る
と
、

た
ち
ま
ち
に

し
て

同
社
に
は
内
紛
が
起
こ

り
、

一

九
三
六
（
昭
和
十
一

）
年
に
は
休
刊
、

ま
た
休
刊
、

そ
し
て

四
月
に
は
分
裂
の

結
果
、

二
種
の

『
横
浜
貿
易
』
が
発
行
さ
れ
る
事
態
を
招
く
。

こ

え
て
一

九
四
二
（
昭
和
十
七

）
年
二
月
一

日
、

当
局
が
一

県
一

紙
の

統
制
を
強
行

す
る
に

及
ん
で
、

県
内
各
紙
は
統
合
さ
れ
『
神
奈
川
新
聞
』
が
誕
生
し
た
。

し
か
し
、

そ
の

経
営
の

主
体
と
な
っ

た
の

は
、

凋
落
し
た
『
横
浜
』
で

は
な
く
、

『
横
須
賀
日
日
』
の

後
身
で

あ
る
『
神
奈
川
日
日
新
聞
』
で

あ
っ

た
。

二

　
湘
南
地
方
の

開
発

最
初
の
海
水
浴
場

海
水
浴
場
と
し
て

最
初
に

開
か
れ
た
の

は
湘
南
の

海
岸
、

と
く
に

大
磯
で

あ
っ

た
。

近
代
医
学
の

開
拓
者
で

あ
り
、

陸
軍
軍

医
総
監
の

地
位
に

あ
っ

た
松
本
順
（
蘭
疇
）
は
、

大
磯
の

海
岸
（
南
浜
）
が
海
水
浴
場
と
し
て

好
適
で

あ
る
こ

と
に

着
目
し
、

一

八
八
五
（
明
治
十
八

）
年
八
月
、

こ

こ

に

施
設
を
つ

く
ら
せ
た
。

…
…
（
海
水
浴
場
と
し
て

の

）
要
点
は
、

東
南
に

向
ひ
、

西
北
に

背
き
、

砂
場
広
く
し
て
、

介
殻
な
く
、

海
底
は

礫
或
は
砂
石
の

大
な
る

者
よ

り
成
り
、

潮
水
清
澄
に
し
て

亳
も
河
水
を
混
ぜ
ず
、

波
濤
激
搏
し
て

危
険
の

虞
な
く
、

潮
汐
の

満
干
殊
に

大
な
る
等
、

此
数
点
完
備
す
る
を

以
て

最
上
の

浴
場
と
為
す
。

而
し
て

大
磯
の

地
は
、

悉
く
以
上
の

諸
点
を
備
へ

、

太
平
洋
の

潮
流
、

大
島
に

激
し
、

反
流
し
て

潮
頭
尖
稜
を
為

し
、

直
ち
に

照
が
崎
を
衝
く
。

是
を
以
て
、

潮
汐
の

満
干
壱
丈
に

及
ぶ
。

是
近
傍
海
辺
に

於
て

未
だ

見
ざ
る

所
な
り
。

且
西
に

酒
匂
川
あ
る

も
、

其
水
流
は
皆
石
橋
山
の

下
に

向
ひ
、

東
に

相
模
川
花
水
川
あ
る
も
、

其
水
流
は
皆

江
の

島
鎌
倉
に

向
て

去
る
。

是

太
平
洋
の

潮
勢
を
以

て
、

諸
川
を
左
右
に

分
排
す
る
な
り
。

…
…

さ
ら
に

大
磯
の

地
に

は
バ

ク
テ
リ
ア

も
発
生
し
て
い

な
い

こ

と
が
、

調
査
に
よ
っ

て

判
明
し
た
。

よ
っ

て

松
本
は
大
磯
を
「
本
邦
第
一

」
の

適
地
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と
断
じ
、

一

八
八
六
（
明
治
十
九

）
年
に
は
『
海
水
浴
法
概
説
』
を
著
し
て
、

そ
の

方
法
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、

大
磯
を
紹
介
し
た
の
で

あ
っ

た
。

一

八
八
七
（
明
治
二
十

）
年
七
月
に
は
鉄
道
が
国
府
津
ま
で

開
通
し
、

大
磯
に

も
停
車
場
が
設
け
ら
れ
た
。

東
京
や
横
浜
か
ら
出
む
く
の

も
、

す
こ

ぶ
る
便
利
と
な
っ

た
。

大
磯
の

海
水
浴
場
は
、

年
と
と
も
に
に

ぎ
わ
っ

て

ゆ
く
。

と
こ

ろ
で

大
磯
は
東
海
道
の

宿
場
で

あ
っ

た
か
ら
、

旧
来
の

旅
籠
屋
も
多
か
っ

た
。

し
か
し
海
水
浴
客
の

た
め
に
は
、

新
し
い

施
設
を
そ
な
え
た

旅
館
の

開
設
が
望
ま
れ
る
に

至
る
。

そ
こ

で
一

八
八
七
（
明
治
二
十

）
年
に
は
、

海
岸
に

面
し
て

禱
龍
館
、

停
車
場
に

接
し
て

招
仙
閣
が
、

海
水
浴

客
の

た
め
に

開
か
れ
た
の
で

あ
っ

た
。

当
時
は
海
水
浴
と
い

っ

て

も
、

日
帰
り
は
少
な
く
、

滞
在
す
る
こ

と
が
多
か
っ

た
。

そ
こ

で

旅
館
を
必
要
と

し
、

政
財
界
の

有
力
者
は
、

や
が
て

別
荘
を
営
む
よ
う
に

な
る
。

大
磯
を
は
じ
め
相
模
湾
に

面
す
る
一

帯
は
、

夏
季
ば
か

り
で

は
な
く
、

冬
季
の

避

寒
の

た
め
に

も
好
適
で

あ
っ

た
。

明
治
二
十
年
代
に

な
る
と
、

つ

ぎ
つ

ぎ
に

別
荘
が
建
て

ら
れ
て

ゆ
く
。

大
磯
に
つ

づ
い

て

は
、

平
塚
・

茅
ヶ

崎
、

そ
し
て

片
瀬
や
鎌
倉
の

海
岸
に

も
、

海
水
浴
場
は
開
か
れ
て
い

っ

た
。

こ

の

あ
た
り
一

帯
は
「
湘
南
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
る
。

湘
南
と
は
中
国
に

お
い

て

湘
水
の

南
方
に

当
た
る
景
勝
の

地
を
さ
す
語
で

あ
る
。

そ
れ
を
相
模
の

南
部
、

す
な
わ
ち
相

南
に

結
び
つ

け
た
の

で

あ
っ

た
。

別
荘
と
御
用
邸

三
浦
半
島
の

葉
山
も
、

保
養
地
と
し
て

好
適
で

あ
る
こ

と
が
、

明
治
十
年
代
の

末
か
ら
し
ば
し
ば
来
遊
し
た
医
師
ベ

ル

ツ

ら
に

よ
っ

て

紹
介
さ
れ
て
い

た
。

明
治
二

十
年
代
の

初
め
に

は
、

ベ

ル

ツ

や
イ
タ
リ
ア

公
使
マ

ル

チ
ー
ノ

ら
が
、

別
荘
を
建
て

て

い

る
。

以
来
、

葉
山
に

別
荘
を
営
む
者
が
あ
い

つ

い

だ
。

有
栖
川
宮
や
北
白
川
宮
の

別
邸
も
建
て

ら
れ
た
。

有
栖
川
宮
別
邸
に
は
、

一

八
九
二

―
三
（
明
治
二
十
五
―
六

）
年
に

英
照
皇
太
后
や
皇
太
子
（
の

ち
の

大
正
天
皇

）
も
、

保
養
の

た
め
滞
在
し
た
。

こ

れ
が
機
縁
と
な
っ

て
、

皇
室
の

御
用
邸
が
建
造
さ
れ
る
運
び
と
な
る
。

一

八
九
四
（
明
治
二
十
七

）
年
一

月
、

建
築
は
完
成
し
、

葉
山
御
用
邸
と
命
名

さ
れ
た
。

英
照
皇
太
后
や
昭
憲
皇
太
后
は
、

避
寒
に
避
暑
に
、

こ

の

御
用
邸
を
利
用
し
た
。
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大
正
天
皇
も
、

皇
太
子
の

時
代
か
ら
病
気
療
養
の

た
め
、

し
ば
し
ば
葉
山
に
お

も
む
き
、

長
期
に

わ
た
っ

て

滞
在
し
た
。

即
位
の

後
も
行
幸
す
る

こ

と
が
多
く
、

葉
山
御
用
邸
は
行
在
所
と
な
っ

た
。

崩
御
さ
れ
た
の

も
、

ま
た
葉
山
に

お
い

て

で

あ
っ

た
。

さ
て

再
び
時
代
を
さ
か
の

ぼ
っ

て
一

八
八
九
（
明
治
二
十
二

）年
四
月
、

医
師
ベ

ル

ツ

は
公
使
マ

ル

チ
ー
ノ

と
と
も
に
、

箱
根
お
よ
び
真
鶴
に

出
か

け
た
。

そ
れ
は
「
美
し
い

林
で

お
お
わ
れ
た
真
鶴
崎
が
、

ど
ん
な
に
一

流
の

冬
期
療
養
所
や
海
水
浴
場
を
提
供
す
る
か

」
を
確
か
め
る
た
め
で

あ
っ

た
。

す
で

に

相
模
湾
に

沿
っ

た
一

帯
の

海
岸
が
、

保
養
地
と
し
て

着
目
さ
れ
て
い

た
の
で

あ
る
。

こ

の

と
き
ベ

ル

ツ

の
一

行
は
、

国
府
津
ま
で

鉄
道
で

行
き
、

そ
れ
か
ら
先
は
小
蒸
気
船
を
利
用
し
た
。

す
で
に

馬
車
鉄
道
は
国
府
津
―
小
田
原
の

間
に

開
通
し
て
い

る
。

小
田
原
か
ら
真
鶴
を
へ

て

熱
海
ま
で

人
車
鉄
道
が
開
通
す
る
の

は
、

一

八
九
六
（
明
治
二
十
九

）
年
三
月
の
こ

と
で

あ
っ

た
。

そ
の

間
の
一

八
九
〇
（
明
治
二
十
三

）年
十
月
、

伊
藤
博
文
の

別
邸
が
小
田
原
に

落
成
し
、

滄
浪
閣
と
名
づ

け
ら
れ
た
。

伊
藤
を
総
裁
と
し
て

法
典

調
査
会
が
設
け
ら
れ
た
の

は
一

八
九
三
（
明
治
二
十
六

）
年
で

あ
り
、

こ

れ
よ

り
旧
民
法
（
一

八
九
〇
〈
明
治
二
十
三

〉
年
公
布

）
の

改
正
と
、

新
民
法

の

起
草
が
進
め

ら

れ
る
。

そ
し
て

新
民
法
の
一

部
は
一

八
九
四
（
明
治
二
十
七

）
年
、

こ

の

滄
浪
閣
で

起
草
さ
れ
た
の
で

あ
っ

た
（
一

八
九
六
〈
明
治

二
十
九
〉
年
公
布
・

一

八
九
八
〈
明
治
三
十
一

〉
年
施
行
）。

伊
藤
に
つ

づ
い

て
、

小
田
原
に

別
荘
を
営
む
者
も
多
か

っ

た
。

一

九
〇
一

（
明
治
三
十
四

）
年
五
月
に

は
、

小
田
原
城
内
に

御
用
邸
も
建
て

ら
れ

た
。

し
か
し
伊
藤
み
ず
か
ら
は
一

八
九
六
（
明
治
二

十
九

）
年
に

小
田
原
を
去
る
。

か
ね
て

か
ら
伊
藤
は
小
田
原
に

お
も
む
く
途
中
、

大
磯
に

立
ち
寄

っ

て

招
仙
閣
に
一

泊
す
る
こ

と
が
多
か
っ

た
。

こ

う
し
て
、

し
だ
い

に

大
磯
の

地
に

愛
着
を
覚
え
、

つ

い

に

は
大
磯
に

別
邸
を
建
て

る
に

至
る
。

そ

の

完
成
を
待
っ

て

小
田
原
の

別
邸
を
売
却
し
、

滄
浪
閣
の

名
も
大
磯
別
邸
に

移
し
た
の
で

あ
っ

た
。

別
荘
の

地
と
し
て

大
磯
は
、

こ

れ
よ
り
い

よ
い

よ
栄
え
た
。

小
田
原
に
は
一

九
〇
七
（
明
治
四
十

）
年
九
月
か
ら
、

山
県
有
朋
が
移
り
住
ん

だ
。

そ
の

邸
宅
を
名
づ
け
て

古
稀
庵
と
い

う
。

こ

の

年
に

山
県
は
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七
十
歳
に

達
し
た
か

ら
で

あ
っ

た
。

こ

れ
よ
り
一

九
二
二
（
大
正
十
一

）
年
に

没
す

る
ま
で
、

晩
年
の

山
県
は
、

お
お
む
ね
古
稀
庵
に

起
居
し
た
の
で

あ
る
。

大
磯
と
い

い
、

小
田
原
と
い

い
、

明
治
の

元
勲
が
居
を
構
え
た
こ

と
に
よ
り
、

時

と
し
て

政
治
の

中
心
が
、

そ
の

地
に

移
る
観
を
呈
し
た
。

大
事
件
、

と
く
に

政
変
あ

る
ご
と
に
、

政
客
は
大
磯
に
、

小
田
原
に

走
っ

た
。

湘
南
の

海
岸
は
、

名
士
の

別
荘

が
建
て

ら
れ
た
こ

と
に
よ
り
、

天
下
の

耳
目
を
集
め
た
の

で

あ
っ

た
。

南
湖
院

藤
沢
と
平
塚
の

間
に

位
す
る
茅
ヶ

崎
に

停
車
場
の

開
設
さ
れ
た
の

は
、

一

八
九
八
（
明
治
三
十
一

）
年
六
月
で

あ
っ

た
。

す
で

に

海
水
浴
も
さ
か

ん
に

行
わ
れ
、

別
荘
も
つ

ぎ
つ

ぎ
に

建
て

ら
れ
て
い

る
。

こ

の

茅
ヶ

崎
の

南
湖
の

海

岸
に
、

一

八
九
九
（
明
治
三
十
二

）
年
九
月
十
五
日
、

の

ち
に

は
東
洋
一

の

結
核
療
養
所
と
称
さ
れ
る
南
湖
院
が
開
か
れ
た
。

南
湖
院
を
創
設
し
た
高
田
畊
安
は
、

京
都
府
の

出
身
で

あ
っ

た
が
、

帝
国
大
学
に
お
い

て
ベ

ル

ツ

の

指
導
を
受
け
、

一

八
九
六
（
明
治
二
十
九

）
年

に

は
神
田
駿
河
台
に

東
洋
内
科
医
院
を
設
立
し
た
。

そ
し
て
三
年
後
、

茅
ヶ

崎
に

支
院
を
設
け
、

南
湖
院
と
名
づ

け
た
の

で

あ
る
。

湘
南
の

空
気
が

結
核
の

治
療
お
よ
び
療
養
に

好
適
と
見
な
さ
れ
た
た
め
で

あ
っ

た
。

畊
安
は
、

そ
の

書
簡
の

な
か
に

も
「
当
地
ニ

而
東
京
之
恢
復
期
患
者
等
ニ

便
宜

ヲ

得
サ
セ

度
ト
之
希
望
ヲ

起
シ

候
」
と
述
べ

て
い

る
。

畊
安
の

父
、

増
山
守
正
も
ま
た
医
師
で

あ
っ

た
。

な
お
畊
安
は
母
方
の

姓
を
嗣
い

だ
者
で

あ
る
。

南
湖
院
が
開
か
れ
る
に

当
た
り
、

病
院
を
訪
れ

た
守
正
は
、

茅
ヶ

崎
の

風
光
を
次
の

よ
う
に

記
し
た
（『
静
香
園
詩
文
雑
稿
』
原
漢
文
）。

…
…
地
ノ

大
イ
サ

凡
ソ

壱
万
坪
。

瓦
屋
巍
巍
ト
シ

テ
万
松
茂
樹
ノ

中
ニ

聳
立
ス
。

此
ノ

日
、

天
気
晴
朗
。

西
ノ

カ
タ

富
嶽
ヲ

眺
ム

レ

バ
、

突
兀

南湖院第1病棟（1899年）　 高田準三氏蔵
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ト
シ

テ
天
ヲ

衝
ク
。

北
ニ

大
山
及
ビ

高
麗
寺
等
ノ

高
山
ア

リ
。

マ

タ

茅
崎
八
景
ト

称
ス

ル

者
ア

リ
。

鶴
峯
ノ

暮
雪
、

姥
嶋
ノ

帰
帆
、

高
砂
ノ

秋

月
、

住
吉
ノ

タ
照
、

西
運
ノ

晩
鐘
、

柳
嶋
ノ

落
雁
、

南
湖
ノ

晴
嵐
、

真
崎
ノ

夜
雨
、

等
是
レ

也
。

此
ノ

地
ニ

停
車
場
ア

リ
、

海
水
浴
場
ア

リ
、

人
員
輻
湊
シ

テ
、

戸
数
増
殖
ス
。

益
々

繁
盛
ヲ

致
ス

ト
云
フ
。

病
院
ハ

海
辺
ヲ

去
ル

コ

ト
数
町
、

散
歩
シ

テ
之
ヲ

眺
ム

レ

バ
、

東
ニ

烏
帽
子
岩

及
ビ

江
嶋
ノ

観
ア

リ
、

銀
濤
ノ

起
伏
ハ

雪
ノ

如
ク
、

掀
翻
ス

ル

コ

ト
花
ノ

如
シ
。

万
船
往
来
絶
エ

ズ
。

南
方
ハ

海
ニ

面
シ
、

極
目
限
リ
ナ
シ
。

真
ニ

水
天
髣
髴
青
一

髪
ノ

景
況
ア

リ
。

…
…

国
木
田
独
歩
も
結
核
を
病
ん
で
、

一

九
〇
八
（
明
治
四
十
一

）
年
二
月
、

南
湖
院
に

入
院
し
た
。

そ
し
て

六
月
二
十
三
日
に

死
去
し
た
が
、

独
歩
の

文
名
に
よ
っ

て
、

南
湖
院
と
茅
ヶ

崎
は
天
下
に

知
ら
れ
る
に

及
ん
だ
。

畊
安
は
熱
烈
な
キ
リ
ス

ト

教
信
者
で

あ
っ

た
。

病
院
の

設
立
も
、

信
仰
に

も
と
づ
く
。

し
か
も
独
特
の

解
決
を
も
っ

て

信
仰
を
つ

ら
ぬ

き
、

イ
エ

ス

を
医
王
と
名
づ
け
て

ク

リ
ス

マ

ス

を
医
王
祭
と
名
づ
け
、

南
湖
院
に
お
い

て

盛
大
な
医
王
祭
を
催
し

た
。

一

九
一

三
（
大
正
二

）
年
に
は
医
王
団

を
結
成
し
て
い

る
が
、

そ
の

趣
意
を
述
べ

た
な
か
に

は
、

畊
安
の

医
療
思
想
が
よ
く
あ
ら
わ
さ
れ
て
い

る
。

吾
ら
は
曾
て

人
性
の

医
療
の

為
め
に

誠
意
尽
力
し
給
ひ
し
に
、

世
人
の

罪
悪
の

故
に

苦
め
ら
れ
給
ひ
殺
さ
れ
給
ひ
、

而
し
て

神
に

因
て

甦
ら
さ

れ
給
ふ
た
る
医
王
の

志
を
吾
ら
の

志
と
し
て
、

人
性
を
其
病
態
よ
り
救
ふ

を
以
て

吾
ら
の

天
職
と
認
む
。

南
湖
院
に

入
院
す
る
者
は
年
を
追
う
て

多
く
、

病
棟
も
つ

ぎ
つ

ぎ
に

増
築
し
て
い

っ

た
。

開
院
か
ら
一

九
一

五
（
大
正
四

）
年
十
一

月
ま
で

の

十

六
年
余
の

間
、

入
院
患
者
の

総
数
は
四
千
二

百
人
を
こ

え
た
。

結
核
の

治
療
を
主
体
と
し
、

安
静
療
法
を
行
っ

て
い

た
が
、

チ
フ

ス

や
赤
痢
な
ど
の

伝
染
病
も
治
療
し
た
。

行
楽
地
と
保
養
地

横
須
賀
線
の

開
通
（
一

八
八
九
〈
明
治
二
十
二

〉
年
）
に
よ
っ

て
、

古
都
の

鎌
倉
は
観
光
地
と
し
て
の

色
彩
を
濃
く
し
て
い

っ

た
。

列
車
を
利
用
す
れ
ば
、

東
京
や
横
浜
か
ら
鎌
倉
へ

、

日
帰
り
の

行
楽
が
で

き
る
よ
う
に

な
る
。

さ
ら
に

海
水
浴
が
普
及
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す
る
と
、

夏
の

鎌
倉
は
絶
好
の

行
楽
地
と
な
っ

た
。

海

岸
に
は
別
荘
が
立
ち
並
ん
だ
。

し
か
も
鎌
倉
に

は
夏
季

の

間
だ
け
別
荘
を
賃
貸
す
る
こ

と
も
行
わ
れ
た
か
ら
、

い

わ
ゆ
る
中
流
の

人
び
と
ま
で
、

手
軽
に

避
暑
を
楽
し

む
こ

と
も
で

き
た
。

明
治
三
十
年
代
か
ら
明
治
四
十
年
代
に
か

け
て

は
、

江
ノ

電
の

線
路
が
鎌
倉
ま
で

伸
ば
さ
れ
て

ゆ
く
。

江
の

島
と
鎌
倉
と
が
電
車
で

結
ば
れ
て

か
ら
は
、

ふ
た
つ

の

観
光
地
は
、

い

よ
い

よ
に

ぎ
わ
っ

た
。

江
の

島
も
鎌
倉

も
、

東
京
や
横
浜
に

近
い

こ

と
が
、

何
よ
り
も
魅
力
で

あ
っ

た
。

温
泉
を
求
め
る
人
士
は
、

箱
根
ま
で
お
も
む
い

た
。

国
府
津
か
ら
箱
根
湯
本
ま
で
、

馬
車
鉄
道
の

開
通
し
た
の

は
一

八
八
八
（
明
治
二
十
一

）
年
、

電
車
が
走
る
よ
う
に

な
っ

た
の

は
一

九
〇
〇
（
明
治
三

十
三

）
年
の
こ

と
で

あ
る
。

東
海
道
線
と
電
気
鉄
道
を
乗
り
つ

げ
ば
、

簡
便
に

湯
本
ま
で

達
す
る
こ

と
が
で

き
る
よ
う
に

な
っ

た
の
で

あ
っ

た
。

古

く
か
ら
湯
治
場
と
し
て
栄
え
て

き
た
箱
根
は
、

明
治
の

後
期
か
ら
保
養
地
と
し
て

発
展
し
て

ゆ
く
。

別
荘
も
立
ち
並
び
、

芦
ノ

湖
に
の

ぞ
む
丘
の

上

に
は
一

八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
に

離
宮
が
建
て

ら
れ
、

一

八
九
五
（
明
治
二
十
八

）
年
に

は
宮
の

下
に

御
用
邸
が
設
け
ら
れ
た
。

東
海
道
の

本
道
を
三
枚
橋
で

分
か
れ
、

西
へ

進
め
ば

湯
本
を
は
じ
め
、

箱
根
七
湯
と

呼
ば
れ
る

湯
治
場
が

開
発
さ
れ
て
い

る
。

湯
本
か
ら
塔
之
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